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生可能エネルギーの供給量は 1年で 64 EJ（エクサ
ジュール＝ 1018J）であり、世界の一次エネルギー














「ベースライン」のケースでは 100 EJ 超、「カテゴ
リーⅠおよびⅡ」のケースでは約 250 EJ と予測さ
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　米国は 2011 年 7 月にスペースシャトルの最終打
上げを予定しているが、その後の有人宇宙輸送の
手段は種々検討中である。米国のスペース X 社は、
2011 年 4 月、開発中の重量級ロケットの仕様や価
格を発表した。このロケットは「ファルコン・ヘ




である。打上げ価格は 8,000 万ドルから 1 億 2,500
万ドルとされており、米国防総省がこれまで利用
してきた大型ロケットに比べ 3 分の 1 程度である。
また近年の大型ロケットの性能が LEO 投入換算で
20 トン程度であることから、単位重量あたりの打
上げコストは 6 分の 1 程度に相当する。
　過去最大のロケットはアポロ計画で有人月飛行
ミッションに使われた「サターン V」ロケットで、

























ンを 9 個並べた第 1 段を製作し、「ファルコン 9」
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が 3,786 局、KDDI（株）が約 3,680
局、UQ コミュニケーション（株）
は約 2,000 局に至った。被災 3 日

































る。2010 年 4 月よりワイドスター





（東経 136 度）と JCSAT-5A（NTT
ドコモでの呼称は N-STAR-d；東






















































首相官邸では 3 月 12 日に災害情
報の公式アカウント「@Kantei_
Saigai」を開設して情報発信を始
めた。1 ヶ月後の 4 月 11 日には、
ツイート数が 587、フォロワー数
















の情報が飛び交い、3 月 11 日に
































































者が発生した。3 月 11 日の午後
7 時には、新宿、渋谷、池袋、赤
羽などのターミナル駅にそれぞれ












午前 9 時には、東京都の 1,023 施














































図表 5　受け入れ施設のリアルタイム地図（3月 11 日午後 10 時半時点）
出典：文献 10より引用
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災害時にもロバストで有効な情報伝達手段
















































サービスとして Amazon S3 を利
用し、コンテンツ配信サービスに
は Amazon CloudFront を用いて
いる。Amazon CloudFront は、米













































































































































































禁が破られた。3 月 11 日の午後












































































































数の missing person registries の
web サイトのフォーマットを共
通化する「Katrina people Finder 
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災害時にもロバストで有効な情報伝達手段




















No.111（2010 年 6 月号）
14）　クラウド・コンピューティング（岩野和生氏講演）；科学技術政策研究所　講演録 -233





































































of Scientific Society Presidents）
は、62 団体により構成されてい
るが、このうち 20 の団体、すな







































































































































































Devastating Earthquake Defied Expectations 
(vol.331, pp1375-1376) 
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Candidate Radiation Drugs Inch Forward (vol.331, 
p1505) 
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Current Design Address Safety Problems in 
Fukushima Reactor (Vol. 331 p. 1506) 
ཋᏄ⅌ࡡᙟ≟ࡷᶭ⬗࡞ࡗ࠷࡙ࡡゆㄕエ஥
Fukushima Cleanup Will Be Drawn Out and Costly 
(vol.331, p1507)  
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Japan's Research Facilities Down But No Out 
(vol.331, p1509) 
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4᭮ 1᪝ྒ
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Scientific Consensus on Great Quake Came Too 
Late (vol.332, p22-23) 
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Pool at Stricken Reactor #4 holds Answers to Key 
Safety Questions (vol.332, pp24-25) 
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Nuclear Crisis Drags On (vol.332, p154) ᨲᑏᛮ∸㈹ࢅྱࡳỗ᯹Ềࡡᨲฝࡡሒ࿈
4᭮ 15᪝ྒ
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Fukushima Radiation Creates Unique Test of 
Marine Life’s Hardiness (vol.332, p292) 
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U.S. Scientists Map First-Year Radiation Risks 
(vol.332, p518) 
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5᭮ 13᪝ྒ
Japan Scraps Nuclear Plan (vol.332, p773) Ⳛ㤫┞࠿࢙ࢾ࣭ࣜ࢟゛⏤ࡡず├ࡊࢅ⾪᪺ࡊࡒࡆ࡛࡞ࡗ࠷࡙ࡡሒ࿈
5᭮ 20᪝ྒ
Ethics Commission Calls For Swift Nuclear 
Phaseout (vol.332, p900) 
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Fukushima Revives The Low-Dose Debate (vol.332, 
pp908-910) 
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Schoolyard Radiation Policy Brings a Backlash 
(vol.332, p909) 
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Crippled Reactors to Get Cooled and Wrapped 
(vol.332, p910) 
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New Work Reinforces Megaquake’s Harsh Lessons 
in Geoscience (vol.332, p911) 
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Seismic Crystal Ball Proving Mostly Cloudy 
Around the World (vol.332, pp912-913) 
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会 報 で あ る「spectrum」の ホ ー
ムページ上に特集として、「日本
の 3 月 11 日の地震と原子力危機
（Japan’s 11 March Earthquake 
and Nuclear Emergency）」を掲載














and Tsunami Warning Systems」、
「From the Archive」、そして「time-


























































て い る が、 そ の 表 題 は「Japan 
Nuclear Accident：Worse than 
Worst, Again（3 月 12 日掲載）」、
「Japan’s Nuclear Emergency and 
the Future of Nuclear Power（3
月 14 日 掲 載 ）」、「The Scientific 
Estate：Bringing the Meltdown 
Back Home （Or） Buddy, Can You 
Spare an iPad 2？（3 月 14 日掲載）」、
「The Continuing Evolution of 




















Japan in Crisis」、「Rescue Robots 
Aid Japanese Recovery」、「Rebuild-
ing Japan’s Railway System」、
「Tsunami Forces Debate over 
Vertical Evacuation」、「Manufac-
turing Tested by Japan Earth-




















on Physics and Society（FPS））」
のニューズレターの 2011 年 4 月

















































た 形 で、「Nuclear Reactor Crisis 
in Japan」のページを設け、「核































































書き込みが 3 月 15 日以降ほぼ毎





























原子力学会は、3 月 16 日付けで




















3 月 15 日付け投稿「OPINION： 
Future of  nuc lear power in 
Japan：advice from American 
friend」 や Nature 誌 2011 年 3 月




















































NRC and Nuclear Power Plant 
Safety in 2010：A Brighter 
Spotlight Needed」、「Nuclear 



















府の対応（The U.S. Government 
Response to the Nuclear Power 
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᭿᪝ ጟဤఌྞ ප⫀ఌྞ チゕࢅ⾔ࡖࡒ⩽
3᭮ 16᪝ ⎌ሾ࣬පභ஥ᴏጟဤఌ Nuclear Plant Crisis in Japan and Implications 
for the United States 
Gregory B. Jaczko ཋᏄງぜโጟဤఌ㸝NRC㸞㆗㛏
Anthony Pietrangelo, Sr. ཋᏄງ࢙ࢾ࣭ࣜ࢟༝ఌ㸝Nuclear Energy Institute㸞๧ఌ㛏
Edwin Lyman៟៎ࡌࡾ⛁Ꮥ⩽㏻┍୕⣥⛁Ꮥ⩽㸝Ἰ㸯࠷ࡍࡿࡵチெ㸝witness㸞࡚ࡢ࡝ࡂⓆゕ⩽㸝speaker㸞࡛ࡊ࡙Ⓠゕ㸞




Daiichi reactor complex 
due to the earthquake and 




3᭮ 30᪝ ṋฝጟဤఌ࢙ ࢾ ࣜ ࣭࢟࣬Ềᑚጟဤఌ Hearing on Nuclear Safety Peter B. Lyons࢙ࢾ࣭ࣜ࢟┤ḗᏻ⿭௥⌦㸝ཋᏄງ࢙ࢾ࣭ࣜ࢟ᐄ㸞Ernest J. Moniz ࣏ࢦࢲ࣭ࣖࢬࢴࢵᕝ⛁ኬᏕ∸⌦Ꮥᩅ᤭
David Lochbaum៟៎ࡌࡾ⛁Ꮥ⩽㏻┍ཋᏄງᏭධࣈࣞࢩ࢘ࢠࢹ㛏
William Levis PSEG Power LLC♣㛏࣬᭩㧏ᇮ⾔㈈௴⩽
Gregory B. Jaczko NRC㆗㛏
4᭮ 12᪝ ⎌ሾ࣬පභ஥ᴏጟဤఌ Review of the Nuclear Emergency in Japan and 
Implications for the U.S. 
Lisa Jackson⎌ሾಕ㆜ᖿ㛏ᏻ





Charles G. Pardee Exelon Generation᭩㧏ᇮ⾔㈈௴⩽
Thomas B. Cochranኮ↓㈠″ಕ㆜༝㆗ఌᰶࣈࣞࢡ࣑ࣚ୕⣥⛁Ꮥ⩽
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東日本大震災への米国アカデミックコミュニティの初期的対応᭿᪝ ጟဤఌྞ ප⫀ఌྞ チゕࢅ⾔ࡖࡒ⩽
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NEHRPㅆၡጟဤఌ㆗㛏
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科研究協会（Asian Society for 
Pediatric Research）が合同で、4
月 30 日〜5 月 3 日に開催した学






ション学会は、2011 年 5 月 9〜13
日に上海で開催した 2011 IEEE 
International Conference on 
Robotics and Automation （ICRA 
6 震災や事故に関連した分野の学術研究活動の展開
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・IEEE（電気電子技術者協会）（http://www.ieee.org/）








　1876 年に創設された、海外を含め会員数 163,000 人以上を擁する化学分野の学術団体。
・米国結晶学会（American Crystallographic Association, Inc.）
　1949 年 に 米 国 X 線・ 電 子 線 回 折 学 会（American Society for X-Ray and Electron Diffraction 






　1899 年に創設された物理学の学協会。物理学の幅広い分野の 46,000 人の会員を擁する。





に関する学協会で、会員は 148 か国に約 6 万人を数える。




・米国放射線腫瘍学会（American Society for Radiation Oncology：http://www.astro.org/）
　1958 年に創設された、放射線腫瘍学者、放射線腫瘍看護師、医師、放射線治療関係者、生物学者
等により構成される放射線治療の向上を目的とした会員数約 1 万人の団体。
・米国細胞生物学会（American Society for Cell Biology：http://www.ascb.org/）
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学等）、政府機関に属する工学者、科学者、行政官、教育者計約 11,000 人である。
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＊＊割合の概数を示す。0% とは、割合が 10% 未満であることを示す。
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